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CReceived April 16， 1973) 
Ob1iquely propagating Bernstein wave is observed to be excited by a 
coaxial antenna in a magnetized plasma. Investigation of the wavesurface 
and the direction of the phase velocity suggest that the wave is the back-
ward one in z direction for the condition when the upper hybrid fre-
quency ωUH/27L is "nearly equal to the wave frequency ω/2π. and the forward 
one for the condition when ωUH/2πis much larger than ω/27L. This behavior 
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Distance from the probe Z (cm) 
図 1 実験装置概略
1 )放電領域 1)プラズマ拡散領域 1)コレク
ター.2)空心コイル1.3)空心コイル2. 4)油拡
散ポンプ， 5)熱陰極， 6)陽極， 7) rプロープ， 8) z 


























前節で述べた干渉法を用いて測定した Bernstein 播の向きを測定した。これを図 5に示す。遅延線の長
波の伝播波形を図 3および図 4に示す。プラズマのパ さL1!の増加に対して同位相の点が破線の様に移動す
ラメーターおよび周波数ω/2πは一定で，図 3はプラ る。このずれは信号が同軸ケーブルを通るのにL1t= L1R 
ズマ中心から磁場に垂直な方向の距離rを横軸に，励 ltC" CL. Cはそれぞれケーブルの単位長さ当りの
起プロープからの管軸方向の距離zをノfラメーターに インダタタンスおよびキャパシタンス)だけ時間が必
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Distance from the axis r (cm) 
図5 Bernstein波のr方向の位相速度の向きの測定
? ， ?



















Distancl' from thl' probl' Z (cm) 
図6 プラズマ中を伝播する Bernstein波の波面
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速度V~ が， r=O ， z=O ，すなわち励起のプローブ
から外側へ向かっていると仮定すれば.いま述べた方












K(ω， k1， k，，)= 1 +~(1 +~exp(- ，:nIn(it) 
k2Vt2 
でー竺-zc丘与旦生))= 0 ・・・・・・・・・・・・・(1)〆2klVt -， vf2k川




|ω/ωc-n I >>k"vt/ωc. . . . .. . . . . . . . (2)
を満足する時次の様に近似できる。すなわち
白)p ，2 
K(ω， kl.' k" )=k，? [1一(石了)Z exp( -，1)10.)) 
exp( -A)In(え)+k 1. 2 (1-(去り 2~ 司 )= 0。











味している o kl.=k戸 Oなる cutoff周波数は， ωUH
/ωc= ((ωp/ωJ2+ 1 ) 1/2で与えられる o また，群速
度V~ は 0ω/δkで与えられるから図の曲面上の勾配が
群速度を示し，その符号によって forward波であ


























る(図 7• case 1)と.aω/θk.L< 0に対して .aω 
/ak" > 0となり波面は Iの場合と違ってくる。
第 3の可能性は図 7. case 皿の様lこωUH/ωcが考
えている周波数 band内に収まる場合である。この
場合磁場方向には常に backward (θω/ak， <O) 
であるが，磁場に垂直方向には.一つの周波数に対し
















o .3cm < r < 1 .4cmで、測った値を示した。この領域で
はプラズマの密度は 6.5<(ωp/ωc)2<12.0の範囲にあ
る。同様に図 8(b)は図 6(b)に対応し，同様の理由に
よって波長をo. 5cm < r < 1. 5cmで測定し.その範囲
での密度は4.0<(ωp/叫 )2<8.2である。 この (a). 
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